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新野左馬助親矩

１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）、
町

は
発
電
所
建
設
の
受
け
入
れ
を
表

明
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
原
子
力

発
電
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
町
民
か

ら
不
安
や
反
対
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
佐
倉
地
区
な
ど

で
の
説
明
会
や
地
権
者
と
の
用
地

交
渉
、
漁
業
関
係
者
と
の
漁
業
補

償
交
渉
な
ど
多
く
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
、１
９
６
８
年（
昭
和
43

年
）
に
発
電
所
用
地
が
決
定
し
ま

し
た
。
翌
年
に
は
漁
業
関
係
者
も

「
放
射
性
物
質
が
漏
れ
な
い
よ
う

し
っ
か
り
と
監
視
す
る
こ
と
」
な

ど
を
条
件
に
発
電
所
の
立
地
を
認

め
ま
し
た
。

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）
に

は
、
発
電
所
周
辺
環
境
の
安
全
確

保
を
目
的
に
、
県
と
３
町（
旧
浜

岡
町・旧
御
前
崎
町・旧
相
良
町
）、

中
部
電
力
㈱
と
の
間
で「
安
全
確

認
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。（
※
）

１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）に
は

１
号
機
が
完
成
、
営
業
運
転
を
開

始
し
、
翌
年
に
は
大
規
模
償
却
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
増
収
な

ど
に
よ
り
、
町
の
財
政
力
指
数
も

１
．０
２
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。

（
次
号
に
続
く
）

※
１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）
に

は
、
旧
大
東
町
、
旧
小
笠
町
を

含
め
た
１
県
５
町
と
中
部
電
力

㈱
の
間
で「
原
子
力
発
電
所
の

安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定

書
」を
締
結
。

特別編

▲当時の反対運動の様子

▲左馬武神社御守護符

▲奉納者の名が記された手水鉢

左馬武神社御守護符について
　『新野村誌』（大正２年新野尋常高等小学校編

へんさん
纂）の

第九古
こ

蹟
せき

に、「新野左馬之介之墓」について次のよう
に書かれている。
　「新野村に左馬之介様のお墓と唱うるありて有名
なり日清戦役の当時如

い か

何なる動機なりけん矢玉よけ
の神として祭られ引継ぎ征露の役に大繁盛、幟

のぼり

の数、
数百本参詣人の跡を絶たず戦熄

や

んで今日一小
しょうし

祠を建
て名づけて左馬武神社という」
　日清、日露、また第一次、第二次世界大戦におい
て、新野や近郷の士は左馬武神社に武運長久を祈念
し、「左馬武神社御守護符」を頂いて戦場に向かった
という。この守護符の一つは「弾丸除け」、もう一つ
は「釼

けん
難
なん

除け」で、これを誰もが心のよりどころとし
て肌身につけたとされる。
　また、境内にある手

ちょうず
水鉢は、明治28年に陸海軍

兵士の武運長久を願って奉納されたもので、後面に
は池新田村合戸や旧大東町の中村、千浜村、大坂村
などから19人の奉納者がいたことが記されている。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の

　
建
設
申
し
入
れ
か
ら
50
年
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振
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